
令和7年 女神輿渡御

令和7年 本社神輿渡御

令和7年 宮入道中 令和7年 龍神神輿渡御

例
大
祭
に
つ
き
ま
し
て
、
総
代
・

世
話
人
会
で
の
審
議
の
結
果
、
宵
宮

は
10
月
10
日
（
土
）、
本
宮
は
10
月

11
日
（
日
）
に
斎
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
宵
宮
で
は
龍
神
神
輿

お
よ
び
女
神
輿
の
渡
御
を
、
本
宮
で

は
本
社
神
輿
お
よ
び
子
供
神
輿
の
渡

御
、
宮
太
鼓
の
巡
行
を
執
り
行

い
ま
す
。

【
宵
宮
の
お
神
輿
】

10
月
10
日
（
土
）
午
後
８
時

よ
り
、
社
殿
に
て
宵
宮
祭
を
斎

行
い
た
し
ま
す
。
龍
神
神
輿
お

よ
び
女
神
輿
は
、
午
後
５
時
30

分
に
御
仮
屋
を
出
御
し
、
午
後

７
時
30
分
に
田
無
神
社
立
体
駐

車
場
２
階
入
口
へ
還
幸
い
た
し

ま
す
。

【
本
宮
の
お
神
輿
】

10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

よ
り
、
社
殿
に
て
例
大
祭
の
祭

典
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
本
社

神
輿
は
、
宮
太
鼓
に
先
導
さ
れ
、

午
前
10
時
45
分
に
社
殿
前
を
出
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御
し
、
午
後
３
時
45
分
に
還
幸
い
た

し
ま
す
。
還
幸
後
、
境
内
参
道
に
て
、

午
後
４
時
よ
り
第
１
回
目
の
宮
入
道

中
神
事
、
午
後
４
時
20
分
よ
り
第
２

回
目
の
宮
入
道
中
神
事
を
行
い
ま
す
。

還
幸
祭
は
、
午
後
４
時
30
分
よ
り
社

殿
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

①
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令
和
８
年

例
大
祭
の
ご
案
内



昭和60年 神輿渡御 昭和22年 神輿お披露目

祭
典
委
員
長　
鴨
志
田
隆
殿

祭
典
副
委
員
長　
濱
野
智
治
殿

祭
典
副
委
員
長　
中
村 

勇 

殿

祭
典
副
委
員
長　
新
井
浅
浩
殿

祭
典
副
委
員
長　
村
田
恭
男
殿

神
幸
委
員
長　
村
田
建
三
殿

境
内
委
員
長　
岡
部
長
敬
殿

太
鼓
委
員
長　
細
田
勇
雄
殿

神
幸
相
談
役　
下
田
信
助
殿

神
幸
相
談
役　
石
井
重
夫
殿

神
幸
副
委
員
長　
常
田
青
児
殿

神
幸
副
委
員
長　
清
水
正
幸
殿

神
幸
副
委
員
長　
小
林
孝
幸
殿

神
幸
副
委
員
長　
小
泉
吉
男
殿

境
内
副
委
員
長　
中
野
恭
一
郎
殿

境
内
副
委
員
長　
並
木
善
衛
殿

境
内
副
委
員
長　
大
谷
光
康
殿

太
鼓
副
委
員
長　
濱
野
祐
次
殿

太
鼓
副
委
員
長　
行
橋
良
和
殿

太
鼓
副
委
員
長　
長
谷
川
昇
殿

御　
　
旗　
　
　
松
川
武
司
殿

御　
　
旗　
　
　
安
田
庄
次
殿

御　
　
旗　
　
　
中
野
敏
男
殿

御　
　
旗　
　
　
鵜
野
喜
憲
殿

鉄　
　
杖　
　
　
大
谷
辰
夫
殿

鉄　
　
杖　
　
　
矢
ヶ
崎
宏
行
殿

会　
　
計　
　
　
海
老
沢
進
殿

会　
　
計　
　
　
肥
沼
岳
行
殿

奉  

納  

受  

付　
松
川
正
秀
殿

神  

幸  

委  

員　
野
口 

勉 

殿

神  

幸  

委  

員　
尾
林
長
承
殿

神  

幸  

委  

員　
鵜
野
義
雄
殿

境  

内  

委  

員　
笠
原
末
雄
殿

境  

内  

委  

員　
新
井
鉄
夫
殿

境  

内  

委  

員　
下
田
二
三
四
殿

境  

内  

委  

員　
下
田
富
盛
殿

境  

内  

委  

員　
濱
野 

博 

殿

境  

内  

委  

員　
平
山
眞
栄
殿

境  

内  

委  

員　
岡
部
忠
明
殿

境  

内  

委  

員　
大
谷
孝
良
殿

　
ア
ス
タ
専
門
店
街
出
店
者
会
・
株
式

会
社
ア
ス
タ
西
東
京
・
極
真
空
手
田
無

道
場
・
警
視
庁
田
無
警
察
署
・
三
榮
神

輿
保
存
会
・
三
榮
神
輿
保
存
会
花
風
舞

綺
・
サ
ン
サ
ー
ビ
ス
・
田
無
北
口
商
店

会
・
田
無
北
口
商
店
会
花
水
貴
・
田
無

地
区
交
通
安
全
連
合
会
青
年
部
・
田
無

商
業
協
同
組
合
・
田
無
神
社
維
持
費
奉

納
崇
敬
者
・
田
無
神
社
氏
子
青
年
部
・

田
無
神
社
職
員
会
・
田
無
神
社
職
員
つ

む
ぎ
会
・
田
無
神
社
崇
敬
会
・
田
無
神

社
世
話
人
会
・
田
無
神
社
総
代
会
・
田

無
神
社
奉
賛
会
・
田
無
神
社
奉
仕
団
・

田
無
囃
子
保
存
会
・
大
栄
商
店
会
・
第

４
区
本
町
会
奉
賛
会
・
東
京
信
用
金
庫

田
無
支
店
・
西
東
京
市
交
通
安
全
協
会
・

西
東
京
市
消
防
団
・
西
東
京
青
年
会
議

所
・
西
東
京
市
防
犯
協
会
・
橋
場
商
店

会
・
保
谷
和
太
鼓
会
・
柳
沢
津
島
神
社

敬
神
会
・
柳
沢
文
化
財
保
存
会
・
六
商

協
議
会
半
纏
保
存
会

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

本
社
神
輿
は
、
戦
後
復
興
へ
の
願
い

を
込
め
、
昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）

に
浅
草
の
宮
本
卯
之
助
商
店
に
よ
っ
て

奉
製
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
た
び
、

約
80
年
に
わ
た
り
担
が
れ
て
き
た
本
社

神
輿
に
つ
い
て
、
昭
和
60
年
（
１
９
８

５
年
）
以
来
、
約
40
年
ぶ
り
と
な
る
大

規
模
な
修
復
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
年
）
の
「
御

神
輿
新
調
・
太
鼓
張
替
車
新
調
奉
納
終

始
決
算
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
氏
子
か

ら
総
額
８
０,
９
２
０
円
の
奉
賛
金
が

寄
せ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
４
５,
０
０
０

円
が
神
輿
の
新
調
費
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、同
年
７
月
14
日
・15
日
に
は
、

神
輿
や
太
鼓
な
ど
の
完
成
を
披
露
す
る

「
廣
目
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
修
復
工
事
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
神
輿
全
体
を
支
え
て
き
た
心
棒
を

新
た
に
取
り
替
え
る
と
と
も
に
、
経
年

に
よ
っ
て
傷
み
が
見
ら
れ
た
飾
り
金
具

を
新
調
す
る
な
ど
、
外
観
の
美
し
さ
を

整
え
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
面
に
も
十

分
に
配
慮
し
た
改
修
を
施
し
ま
し
た
。

長
い
歳
月
の
中
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

本
社
神
輿
の
伝
統
を
大
切
に
守
り
な
が

ら
、
今
後
も
末
永
く
渡
御
を
続
け
ら
れ

②

る
よ
う
、
各
部
に
わ
た
っ
て
丁
寧
な
修

復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
修
復
を
終
え
、

往
時
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
本
社
神
輿

は
、
10
月
11
日
（
日
）
に
斎
行
さ
れ
る

例
大
祭
本
宮
に
お
い
て
、
再
び
氏
子
の

皆
様
の
手
に
よ
っ
て
担
が
れ
、
氏
子
区

域
を
渡
御
し
ま
す
。

（令和8年10月1日発行） 

②

感
謝
　
担
ぎ
手
警
備
諸
団
体

神
輿
役
員
紹
介

本
社
神
輿
の
修
復
工
事
に
つ
い
て
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〔参加できる学年〕　小学 3年生・4年生・5年生・6年生
〔参加費〕　無料
〔申込期間・申込方法〕　9月12日（土）から10月4日（日）までに、田無神社社務所へお電話で
お申し込みください。　(田無神社社務所 電話番号０４２－４６１－４４４２)
※先着80名まで参加できます。
※申し込みの際に、参加するお子さんの「お名前・学年」と「電話番号」をお伝えください。

〔集合時間・集合場所〕　
集合時間 午後1時30分までにレストランけんぞう入口前の受付
東京都西東京市田無町6丁目16番13号
受付で、子ども神輿を担ぐときに着る「はんてん」をお貸しします。

〔子ども神輿の巡幸ルート・時間〕
午後1時50分  レストランけんぞう前を出発→午後3時30分ごろ 旧福澤屋駐車場（GSパー
ク駐車場）に到着  ※到着後、受付ではんてんを返却してください。はんてんと引き換えに、
お菓子をお渡しします。

一、参加者は、子ども神輿責任者および係員の指示に必ず従ってください。
一、申込期間中に所定の方法で申し込みをした方のうち、先着80名が子ども神輿を担ぐこ
とができます。

一、付き添いのご家族は神輿の列には入らず、神輿から離れた歩道上など、安全な場所から
応援してください。

一、当日は、指定された集合時間までに集合場所へお越しください。受付ではんてんをお貸
しします。

一、神輿を担ぎ終えた後は、必ず受付にはんてんを返却してください。
一、荒天の場合は、子ども神輿の巡幸を中止します。中止となる場合は、前日までに田無神
社公式ホームページでお知らせします。

一、参加者および保護者の方は、安全管理に十分ご注意ください。

10月11日（日）に行われる田無神社例大祭で、子ども神輿を出します！
参加できるのは、小学 3年生から6年生までのお子さんです。先着80名となりますの
で、参加を希望する方は、下記の内容をよく読んでお申し込みください。
みんなで力を合わせて、元気いっぱいにお神輿を担ぎましょう！

（令和8年10月1日発行） 

④

みんなで子ども神輿を担ごう！

子ども神輿参加規約



尉
殿
の
神
格
を
特
定
し
、
そ
の
由
来

を
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
明
治

初
期
の
初
代
の
田
無
神
社
社
掌（
宮
司
）

の
賀
陽
濟
、
二
代
目
社
掌
の
賀
陽
尚
賢

の
時
代
か
ら
続
い
て
き
ま
し
た
。
筆
者

も
可
能
な
限
り
調
査
を
重
ね
て
お
り
ま

す
が
、
現
時
点
で
は
決
定
的
な
資
料
の

発
見
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
尉
殿
権

現
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
論
文
等
に
よ

る
学
術
的
な
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、

さ
ら
に
解
明
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
に
刊
行

し
た
御
遷
座
三
五
〇
年
記
念
誌
『
写
真

と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
』
で
は
、

尉
殿
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
・
解

釈
を
紹
介
し
、
垂
迹
神
で
あ
る
倶
利
伽

羅
不
動
明
王
は
雨
を
も
た
ら
す
水
の
守

護
神
、
シ
ナ
ツ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト
・
シ
ナ

ト
ベ
ノ
ミ
コ
ト
は
風
雨
の
調
和
と
五
穀

豊
穣
を
司
る
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
尉

殿
は
水
の
神
で
あ
る
と
整
理
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
記
載
で

き
な
か
っ
た
説
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、

社
報
に
お
い
て
、「
尉
殿
考
」
と
し
て

紹
介
し
て
い
ま
す
。

「
尉
殿
考
」
第
１
回
で
は
、
昭
和
38

年
（
１
９
６
３
年
）
に
大
國
魂
神
社
が

刊
行
し
た
『
武
蔵
府
中
物
語
』
の
尉
殿

の
記
述
を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
２
回
で

は
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）
に
保

谷
市
役
所
が
刊
行
し
た
『
保
谷
市
史 

別
冊
二 

保
谷
の
石
仏
と
石
塔
』
に
お

け
る
尉
殿
の
記
述
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

第
３
回
で
は
、
平
成
18
年
（
２
０
０
６

年
）
に
刊
行
さ
れ
た
片
桐
譲
著
『
神
と

仏
と
村
落
共
同
体―

―

宗
教
社
会
史
の

視
座
か
ら―

―

』
を
紹
介
し
ま
し
た
。

第
４
回
で
は
、
昭
和
61
年
（
１
９
８
６

年
）に
埼
玉
県
神
社
庁
が
刊
行
し
た『
埼

玉
の
神
社 

入
間
・
北
埼
玉
・
秩
父
』

を
紹
介
し
ま
し
た
。
第
５
回
で
は
、
平

成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
に
埼
玉
県
郷

土
文
化
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
埼
玉
史

談
』
第
38
巻
第
２
号
に
収
録
さ
れ
た
、

神
山
健
吉
氏
の
論
考
『「
ジ
ョ
ウ
ド
ノ
」

考
（
下
）』
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

の
第
６
回
で
は
、
平
成
29
年
（
２
０
１

７
年
）
に
ま
つ
や
ま
書
房
よ
り
刊
行
さ

れ
た
神
山
健
吉
著
『
武
蔵
の
商
都
「
引

又
」
の
栄
光
〜
新
河
岸
川
舟
運
を
最
大

に
享
受
〜
』
を
紹
介
し
ま
す
。

本
書
で
は
、
第
５
回
で
紹
介
し
た
論

考
と
同
様
に
、
尉
殿
権
現
・
重
殿
権
現

と
呼
ば
れ
る
神
社
の
祭
神
や
信
仰
の
成

り
立
ち
に
つ
い
て
、
水
神
信
仰
と
十
一

面
観
音
、
白
山
信
仰
と
の
関
係
か
ら
考

察
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
神
社
で

は
、
現
在
伝
え
ら
れ
て
い
る
祭
神
が
地

域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
祭
神

そ
の
も
の
が
明
確
で
な
い
例
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
著
者
は
そ
の
理
由
に
つ

い
て
、
も
と
も
と
湧
水
地
の
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
次
第
に
川
や

沼
、
さ
ら
に
は
水
全
般
を
つ
か
さ
ど
る

神
へ
と
信
仰
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
過

程
で
、
後
世
に
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
祭

神
が
当
て
は
め
ら
れ
た
た
め
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
保
谷
・
田
無
の
尉
殿
権
現
社
、

大
野
村
の
重
殿
権
現
社
、
小
川
町
能
増

の
八
宮
神
社
で
は
、
い
ず
れ
も
十
一
面

観
音
が
本
地
仏
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
複

数
の
地
域
に
お
い
て
、
共
通
し
て
十
一

面
観
音
が
本
地
仏
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
著
者
は
、
十
一
面
観
音
へ
の
信

仰
が
、
尉
殿
権
現
・
重
殿
権
現
信
仰
の

古
い
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
を
指
摘

し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の

観
音
が
最
も
古
い
時
期
の
祭
神
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
十
一
面
観
音
が
白
山

で
水
分
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
保

谷
の
尉
殿
権
現
社
が
正
保
三
年
（
一

六
四
六
）
ま
で
鎮
座
し
て
い
た
谷
戸

付
近
の
古
く
か
ら
の
住
民
が
信
仰
し

て
い
た
の
は
白
山
さ
ん
だ
と
言
う
こ

と
だ
し
、
梁
谷
村
の
重
殿
権
現
社
に

重
殿
大
権
現
と
白
山
妙
理
大
権
現
が

併
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、

白
山―

十
一
面
観
音―

ジ
ュ
ウ
ド
ノ

権
現
の
図
式
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

神
山
健
吉
『
武
蔵
の
商
都
「
引
又
」

の
栄
光
〜
新
河
岸
川
舟
運
を
最
大
に

享
受
〜
』
ま
つ
や
ま
書
房
、
平
成
29

年
（
２
０
１
７
年
）
p 
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次
に
、
こ
れ
も
既
に
何
回
か
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
神
社
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
多
く
は
祭
神
が
不
明
で

あ
る
が
、
判
明
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
見
て
も
、
そ
の
祭
神
は
必
ず
し

も
一
定
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
前
述

の
如
く
、
当
初
は
湧
水
地
の
神
様
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
後
に

川
の
神
・
沼
の
神
と
も
な
り
、
や
が

て
水
全
般
の
神
様
に
な
っ
て
い
っ
た

ら
し
く
思
わ
れ
る
過
程
の
中
で
、
後

か
ら
も
っ
と
も
ら
し
い
祭
神
を
付
会

さ
せ
て
い
っ
た
た
め
に
、
幾
種
類
に

も
異
な
っ
た
祭
神
が
祀
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

保
谷
・
田
無
の
尉
殿
権
現
社
と
大
野

村
の
重
殿
権
現
社
が
そ
れ
ぞ
れ
十
一

面
観
音
を
本
地
仏
に
し
て
い
る
こ
と
、

小
川
町
能
増
の
重
殿
に
あ
る
八
宮
神

社
が
同
じ
く
十
一
面
観
音
を
本
地
仏

田無神社社報
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資料No.77　馬匹検査に関する通知

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）
に
刊
行

さ
れ
た
御
遷
座
三
五
〇
年
記
念
誌
『
写

真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
』
は
、

田
無
神
社
の
長
い
歴
史
を
、
貴
重
な
写

真
や
資
料
を
通
し
て
振
り
返
る
構
成
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
第
８
章

「
神
社
と
戦
争
」
で
は
、
田
無
神
社
と

戦
争
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
当
時
の

祝
詞
や
関
連
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
終
戦
の
日
に
当
た
る
令
和
７

年
（
２
０
２
５
年
）
８
月
15
日
に
、
田

無
神
社
が
保
管
し
て
き
た
戦
争
に
関
す

る
歴
史
資
料
を
「
神
社
と
戦
争
」
と
し

て
W
e
b
上
で
公
開
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
地
域
の
歴

史
を
、
未
来
を
担
う
世
代
に
伝
え
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
で
す
。

戦
争
が
も
た
ら
し
た
悲
し
み
や
苦
し
み

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
祈
り
を
捧
げ
続

け
た
人
々
の
姿
を
今
に
伝
え
る
こ
と
は
、

平
和
の
大
切
さ
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か

け
と
な
る
は
ず
で
す
。
田
無
神
社
が
果

た
し
て
き
た
役
割
、
そ
し
て
当
時
の

人
々
の
思
い
に
、
心
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

本
号
で
は
、
御
遷
座
三
五
〇
年
記
念

誌『
写
真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
』

に
掲
載
し
た
資
料
や
、
刊
行
後
の
倉
庫

調
査
に
よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資

料
の
う
ち
、
社
報
第
46
号
で
は
掲
載
し

き
れ
な
か
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
に
関

す
る
資
料
を
、「
第
一
次
世
界
大
戦
②
」

と
題
し
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

本
資
料
は
、
大
正
４
年
（
１
９
１
５

年
）
７
月
14
日
付
で
、
北
多
摩
郡
長
か

ら
田
無
神
社
社
掌
宛
て
に
発
せ
ら
れ
た
、

馬
匹
検
査
の
日
程
を
知
ら
せ
る
通
知
文

書
で
す
。

文
書
に
は
、
先
に
通
達
さ
れ
て
い
た

検
査
日
程
の
変
更
が
記
さ
れ
て
お
り
、

７
月
19
日
に
大
國
魂
神
社
、
翌
20
日
に

田
無
神
社
で
馬
匹
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
に
お
い
て
、「
馬
」
は
兵
士
が

乗
る
だ
け
で
な
く
、
武
器
や
弾
薬
、
食

料
な
ど
の
物
資
輸
送
に
も
用
い
ら
れ
、

軍
隊
の
活
動
を
支
え
る
存
在
で
し
た
。

旧
日
本
陸
軍
は
、
軍
用
の
動
物
と
し
て

犬
や
鳩
も
用
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
馬
は
、
戦
場
に
お
け
る
移
動
や
輸

送
を
担
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

明
治
初
期
の
日
本
で
は
、
欧
米
の
馬

と
比
べ
て
体
格
の
小
さ
い
在
来
馬
が
多

く
、
軍
用
に
適
し
た
馬
を
確
保
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
軍
用
馬
を
平
時
か
ら
育
成
・
確

保
し
、
戦
時
に
は
速
や
か
に
動
員
で
き

る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
軍
馬
政
策
が

推
し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
馬
を
定
期
的
に
集
め
、
頭

数
、
年
齢
、
健
康
状
態
、
体
格
、
歩
行

の
様
子
な
ど
を
確
認
す
る
検
査
を
行
い
、

軍
用
に
適
す
る
と
判
断
さ
れ
た
馬
は
登

録
さ
れ
、
軍
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

本
資
料
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
に

お
け
る
軍
馬
政
策
の
一
端
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
田
無
神
社
が
軍
事
に
関
わ
る

会
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
貴
重
な
記
録
で
す
。

（令和8年10月1日発行） 
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資料No.78 大正3年（1914年）天気祭の神輿巡幸図

日
照
り
が
続
い
た
際
に
は
、
降
雨
を

祈
願
す
る
「
天
気
祭
」
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
雄
獅
子
ま
た
は

雌
獅
子
の
獅
子
頭
を
納
め
た
輦
台
神
輿

が
担
が
れ
ま
し
た
。
こ
の
獅
子
頭
は
金

箔
で
仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
現
在
は
西

東
京
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
神
輿
と
獅
子
頭
は
、
も
と
も
と
田

無
村
の
上
宿
と
下
宿
が
毎
年
神
楽
を
競

い
、
豊
作
を
占
う
際
に
供
え
ら
れ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
獅
子
頭
を

載
せ
る
輦
台
神
輿
は
二
基
あ
り
ま
す
が
、

雄
獅
子
と
雌
獅
子
を
同
時
に
担
ぐ
と
互

い
に
喧
嘩
を
す
る
と
の
言
い
伝
え
が
あ

る
た
め
、
渡
御
の
際
に
は
、
い
ず
れ
か

一
基
の
み
を
担
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
大
正
３
年
（
１
９
１
４

年
）
の
神
輿
巡
幸
図
に
よ
る
と
、
神
輿

は
田
無
神
社
を
出
発
し
た
後
、
青
梅
街

道
を
通
り
田
無
橋
場
へ
向
か
い
ま
す
。

そ
の
後
、
青
梅
街
道
を
再
び
通
り
、
田

丸
屋
・
浜
中
酒
店
前
で
折
り
返
し
、
田

無
神
社
へ
戻
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
、大
正
３
年（
１

９
１
４
年
）
７
月
28
日
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
が
セ
ル
ビ
ア
に

宣
戦
布
告
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
始

ま
り
ま
し
た
。こ
の
年
、田
無
神
社
で
は
、

異
例
と
も
い
え
る
３
回
の
天
気
祭
が
斎

行
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
認
で
き
る
日
付
は
、
７
月
25
日
、
７

月
28
日
、
８
月
10
日
で
す
。
ま
た
、
７

月
15
日
に
は
津
島
神
社
の
天
王
祭
、
９

月
19
日
に
は
田
無
神
社
の
例
大
祭
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
よ
そ
３
か

月
の
間
に
、
５
回
の
神
輿
渡
御(

神
楽

車
巡
行)

が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
翌
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）

に
も
、
７
月
28
日
と
８
月
４
日
に
天
気

祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
二
年
続
け
て

複
数
回
の
天
気
祭
が
行
わ
れ
た
背
景
に

は
、
当
時
の
深
刻
な
少
雨
が
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

気
象
庁
の
東
京
観
測
記
録
に
は
、
明

治
８
年
（
１
８
７
５
年
）
６
月
以
降
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
３
年

（
１
９
１
４
年
）
７
月
の
東
京
の
降
水

量
は
26.0
ミ
リ
で
、
観
測
開
始
か
ら
同
年

ま
で
の
７
月
と
し
て
は
最
も
少
な
い
値

で
し
た
。
ま
た
、
こ
の
年
は
最
高
気
温

が
30
度
以
上
と
な
っ
た
日
が
19
日
を
数

え
、
当
時
と
し
て
は
厳
し
い
暑
さ
と
乾

燥
が
続
い
た
月
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

翌
大
正
４
年
（
１
９
１
５
年
）
７
月

の
降
水
量
は
、
さ
ら
に
少
な
い
19.5
ミ
リ

で
し
た
。
一
方
、
８
月
の
降
水
量
は
大

正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
が
278.0
ミ
リ
、

大
正
４
年（
１
９
１
５
年
）が
326.1
ミ
リ
と
、

い
ず
れ
の
年
も
７
月
か
ら
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
天
気
祭
に
よ
っ
て
祈
り

が
天
に
届
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

両
年
と
も
、
夏
の
前
半
と
後
半
と
で
天

候
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

ま
た
、
大
正
３
年
９
月
12
日
に
は
第

一
次
世
界
大
戦
の
「
宣
戦
奉
告
祭
」、

同
年
10
月
３
日
に
は
「
皇
軍
戦
捷
祈
念

祭
」
が
田
無
神
社
で
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
同
年
８
月
23
日
、
日
英
同
盟
を

根
拠
と
し
て
連
合
国
側
に
立
ち
、
ド
イ

ツ
帝
国
へ
宣
戦
布
告
し
ま
し
た
。
10
月

３
日
は
、
日
本
海
軍
の
南
遣
支
隊
が
、

当
時
ド
イ
ツ
領
で
あ
っ
た
南
洋
諸
島
へ

の
進
出
を
開
始
し
た
時
期
に
あ
た
り
ま

す
。
田
無
神
社
に
残
る
こ
れ
ら
の
記
録

か
ら
は
、
日
照
り
に
対
す
る
地
域
の
祈

り
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
日
本
の

参
戦
と
い
う
出
来
事
が
、
同
じ
時
代
の

な
か
で
重
な
り
合
っ
て
い
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田無神社社報
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資料No.80 皇軍戦捷祈念祭通知

資料No.79 宣戦奉告祭通知

資料No.81 大正3年（1914年）天気祭担ぎ手規約

輦台神輿

獅子頭

（令和8年10月1日発行） 
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資料No.82 宣戦奉告祭執行届

資料No.83 奉告祭祝詞

上
保
谷
に
鎮
座
す
る
尉
殿
神
社
、
下

保
谷
に
鎮
座
す
る
天
神
社
、
上
保
谷
新

田
に
鎮
座
す
る
阿
波
洲
神
社
に
お
い
て
、

宣
戦
奉
告
祭
を
斎
行
す
る
旨
を
北
多
摩

郡
長
へ
届
け
出
た
「
宣
戦
奉
告
祭
執
行

届
」
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
「
奉
告
祭

祝
詞
」
が
掲
載
さ
れ
た
内
務
省
令
に
つ

い
て
も
こ
こ
に
記
し
ま
す
。

宣
戦
奉
告
祭
執
行
届
に
は
、
尉
殿
神

社
と
天
神
社
で
は
大
正
３
年
（
１
９
１

４
年
）
９
月
17
日
午
前
10
時
か
ら
、
阿

波
洲
神
社
で
は
翌
18
日
午
前
10
時
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
宣
戦
奉
告
祭
を
斎
行
す
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
務
省
令
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦

へ
の
参
戦
に
伴
い
、
全
国
の
神
社
で
執

り
行
う
宣
戦
奉
告
祭
の
祝
詞
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

大
正
３
年
（
１
９
１
４
年
）
７
月
に

第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
日
本

は
日
英
同
盟
に
基
づ
き
、
同
年
８
月
23

日
に
ド
イ
ツ
へ
宣
戦
を
布
告
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
内
務
省
は
８
月
28
日
に

は
府
県
社
以
下
の
神
社
で
臨
時
大
祭
と

し
て
斎
行
す
る
宣
戦
奉
告
祭
の
祝
詞
の

文
面
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
内
務

大
臣
を
兼
任
し
て
い
た
大
隈
重
信
の
名

で
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
祝

詞
を
祝
詞
用
紙
に
筆
で
書
き
記
し
た

「
ド
イ
ツ
帝
国
と
の
国
交
断
絶
と
開
戦

奉
告
祭
祝
詞
」
に
つ
い
て
は
、
以
前
、

社
報
第
46
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

祝
詞
文
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節

が
あ
り
ま
す
。

「
官
人
乎
以
知
氐
懇
切
爾
事
議
志
米

給
比
志
每
其
乃
効
無
久
遂
爾
國
交
打
斷

衣
氐
圖
良
受
母
獨
逸
國
刀
戰
乎
開
給
布

事
刀
成
里
奴
留
波
甚
母
遺
憾
伎
極
那
禮

杼
」こ

れ
は
、
官
吏
を
通
じ
て
懇
切
に
交

渉
を
重
ね
た
も
の
の
、
そ
の
効
果
が
な

く
、
つ
い
に
国
交
を
断
絶
し
、
意
図
せ

ず
し
て
ド
イ
ツ
と
の
開
戦
に
至
っ
た
こ

と
は
、
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
、
と
い
う
趣

旨
を
述
べ
た
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
表
現
か
ら
は
、
日
本
側
が

外
交
的
な
努
力
を
尽
く
し
た
も
の
の
、

な
お
開
戦
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
と
す
る
、
当
時
の
政
府
の
論
理
構

成
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

田無神社社報

⑨

宣
戦
奉
告
祭
執
行
届
と
奉
告
祭
祝
詞



資料No.84 戊申詔書

資料No.85 国運発展に関する聖詔奉読式祭典祝詞案

明
治
41
年（
１
９
０
８
年
）10
月
13
日
、

明
治
天
皇
は
、
国
民
の
生
活
態
度
や
社

会
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
す
「
戊
申
詔

書
」
を
発
し
ま
し
た
。「
戊
申
」
と
い

う
名
称
は
、
こ
の
年
の
干
支
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

当
時
の
日
本
は
、
日
露
戦
争
を
経
て

国
際
的
な
地
位
を
高
め
る
一
方
、
国
内

に
は
戦
争
に
よ
る
財
政
負
担
が
残
り
、

経
済
や
産
業
の
立
て
直

し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
背

景
と
し
て
、
詔
書
で
は
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
自

ら
の
務
め
を
自
覚
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
励

む
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
勤
勉
と

倹
約
を
心
が
け
、
華
美

や
ぜ
い
た
く
を
慎
み
、

外
見
よ
り
も
実
質
を
重

ん
じ
る
こ
と
の
大
切
さ

が
説
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
々
が
互
い

に
信
義
を
守
り
、
協
力

し
て
産
業
を
発
展
さ
せ
、

社
会
と
国
家
の
安
定
に

尽
く
す
こ
と
も
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
個
人
の
日
々
の
努
力
が
、

国
家
全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う

考
え
方
が
、
こ
の
詔
書
に
は
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

戊
申
詔
書
は
、
法
律
や
命
令
の
よ
う

に
具
体
的
な
規
則
を
定
め
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
詔
書
か
ら
明
治
後
期
の

日
本
が
、
日
露
戦
争
後
の
経
済
再
建
と

社
会
秩
序
の
安
定
を
進
め
る
た
め
、
国

民
に
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
求
め
て
い
た

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
資
料
は
、
明
治
41
年
（
１
９
０

８
年
）
に
発
せ
ら
れ
た
「
戊
申
詔
書
」

を
神
前
で
奉
読
す
る
際
に
、
併
せ
て
奏

上
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
た
祝
詞
の
案

文
で
す
。
表
題
に
は
「
国
運
発
展
聖
詔

奉
読
式
祭
典
祝
詞
案
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
詔
書
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
を
神
々

に
奉
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を

人
々
が
常
に
心
に

留
め
、
日
々
の
務

め
に
生
か
す
こ
と

を
願
う
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

戊
申
詔
書
は
、

国
民
に
対
し
て
一

致
団
結
し
て
努
力

す
る
よ
う
呼
び
か

け
た
も
の
で
あ
り
、

教
育
勅
語
と
並
ぶ

ほ
ど
国
民
に
強
い

影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。
渙
発
後
、

日
本
各
地
の
役
場

や
学
校
な
ど
で
奉

読
会
が
開
か
れ
、

本
祝
詞
の
案
文
は
、

神
社
に
お
い
て
奉

読
式
祭
典
を
執
り

行
う
際
の
参
考
と

し
て
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
露
戦
争
後
の
日
本
が
、
財
政
や
産

業
の
立
て
直
し
を
進
め
る
な
か
で
、
国

民
に
ど
の
よ
う
な
役
割
や
生
活
姿
勢
を

求
め
、
そ
れ
を
神
社
の
祭
祀
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
、
貴
重
な
資
料
で

す
。

（令和8年10月1日発行） 

⑩

戊
申
詔
書

国
運
発
展
に
関
す
る
聖
詔
奉
読
式
祭
典
祝
詞
案



資料No.86 朝鮮併合奉告祭詞

資料No.87 平和克復奉告祭の届出

こ
の
祝
詞
は
、
明
治
43
年

（
１
９
１
０
年
）に
行
わ
れ
た

韓
国
併
合
に
つ
い
て
、
神
前

に
奉
告
す
る
た
め
に
作
成
さ

れ
た「
朝
鮮
併
合
奉
告
祭
詞
」

で
す
。

明
治
43
年
８
月
22
日
、
日

本
と
大
韓
帝
国
と
の
間
で

「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
」

が
調
印
さ
れ
、
同
月
29
日
に

公
布
・
発
効
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
大
韓
帝
国
は
日

本
に
併
合
さ
れ
、
朝
鮮
半
島

は
昭
和
20
年（
１
９
４
５
年
）

ま
で
日
本
の
統
治
下
に
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
祝
詞
で
は
、
併
合
の

出
来
事
を
神
前
で
奉
告
し
、

国
民
が
安
穏
に
暮
ら
す
こ
と
、

国
の
基
盤
が
固
ま
り
、
繁
栄

が
続
く
こ
と
な
ど
を
祈
願
し

て
い
ま
す
。
文
中
で
は
「
我

大
御
国
刀
彼
乃
国
刀
波
遠
津

神
代
乃
初
與
里
深
伎
厚
伎
因

縁
有
里
氐
」
と
記
さ
れ
、
日

本
と
朝
鮮
は
神
話
の
時
代
よ

り
深
く
関
わ
り
が
あ
る
こ
と

に
言
及
し
て
い
ま
す
。

大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
９
月
９

日
に
田
無
神
社
で
「
日
独
戦
争
戦
勝
奉

告
祭
な
ら
び
に
平
和
祈
願
祭
」
と
し
て

「
平
和
克
復
奉
告
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
祭
典
の
祝
詞
に
つ
い
て
は
、

以
前
、
田
無
神
社
社
報
第
46
号
に
お
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
は
大
正
７
年
（
１

９
１
８
年
）
11
月
の
休
戦
に
よ
っ
て
、

戦
闘
は
事
実
上
終
結
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
大
正
８
年
（
１
９

１
９
年
）
６
月
に
ヴ
ェ

ル
サ
イ
ユ
条
約
が
調
印

さ
れ
、翌
大
正
９
年（
１

９
２
０
年
）
１
月
に
発

効
し
た
こ
と
で
、
戦
争

は
正
式
な
終
結
を
迎
え

ま
し
た
。

大
正
９
年
は
、
１
月

に
国
際
連
盟
が
正
式
に

発
足
し
、
日
本
が
常
任

理
事
国
と
し
て
加
盟
す

る
一
方
、
春
頃
か
ら
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
の

好
景
気
の
反
動
に
よ
り
、

「
戦
後
恐
慌
」
が
発
生

し
た
激
動
の
年
で
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢

の
な
か
、
全
国
各
地
の
神
社
で
は
、
戦

争
の
終
結
と
平
和
の
回
復
を
神
前
に
奉

告
す
る
祭
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。「
克

復
」と
は
、失
わ
れ
た
も
の
を
取
り
戻
し
、

元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、「
平
和
克
復
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
単
に
戦
争
の
終
結
を
祝
う
だ

け
で
な
く
、
戦
争
に
よ
っ
て
乱
れ
た
社

会
の
秩
序
や
人
々
の
暮
ら
し
を
立
て
直

し
、
再
び
平
穏
な
世
の
中
を
取
り
戻
し

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
て
い

ま
す
。

田無神社社報

⑪

朝
鮮
併
合
奉
告
祭
詞

平
和
克
復
奉
告
祭
の
届
出



田無東映　昭和41年頃撮影　西東京市図書館蔵 現在の場所 滝島俊氏撮影

戦
後
の
田
無
に
は
、
地
域
の
人
々
に

親
し
ま
れ
た
三
つ
の
映
画
館
が
あ
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
映
画
館
の
あ
っ
た
場

所
も
大
き
く
姿
を
変
え
て
い
ま
す
が
、

当
時
は
映
画
が
人
々
に
と
っ
て
身
近
で

大
き
な
娯
楽
の
一
つ
で
あ
り
、
映
画
館

は
町
の
に
ぎ
わ
い
を
支
え
る
大
切
な
存

在
で
し
た
。
テ
レ
ビ
が
ま
だ
各
家
庭
に

広
く
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
映

画
館
に
は
新
作
映
画
を
楽
し
み
に
す
る

多
く
の
人
々
が
足
を
運
び
ま
し
た
。
上

映
作
品
の
話
題
が
家
庭
や
職
場
、
学
校

で
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
映
画
は

当
時
の
暮
ら
し
や
流
行
、
価
値
観
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
海
老
沢
進
氏
よ
り
ご
提

供
い
た
だ
い
た
貴
重
な
資
料
の
な
か
か

ら
、
田
無
の
映
画
館
な
ど
で
配
布
さ
れ

て
い
た
チ
ラ
シ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
に
は
、
当
時
上
映
さ
れ
て
い
た

映
画
の
題
名
や
出
演
者
、
上
映
日
程
な

ど
が
記
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
文

字
の
配
置
や
宣
伝
文
句
か
ら
は
、
観
客

の
関
心
を
引
こ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
、

当
時
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
も
感
じ
ら

れ
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
映
画
館
が
建
っ
て
い

た
場
所
の
当
時
の
写
真
や
現
在
の
様
子

に
つ
い
て
は
、
滝
島
俊
氏
お
よ
び
西
東

京
市
図
書
館
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
き
ま

し
た
。
資
料
や
写
真
の
選
定
に
際
し
て

も
、
滝
島
氏
に
は
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

写
真
を
見
比
べ
る
と
、
建
物
や
道
路
、

周
辺
の
町
並
み
が
変
化
し
、
田
無
の
街

が
長
い
年
月
の
な
か
で
発
展
し
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
一
方
で
、
今
も

変
わ
ら
ず
残
る
道
筋
や
風
景
か
ら
、
か

つ
て
の
映
画
館
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
が
で
き
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。

映
画
館
は
す
で
に
姿
を
消
し
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
上
映
さ
れ
た
数
々
の
作
品

や
、
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
映
画
館
へ
通

っ
た
人
々
の
記
憶
を
、
今
も
チ
ラ
シ
か

ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

資
料
を
通
し
て
、
か
つ
て
田
無
に
映

画
館
が
あ
っ
た
時
代
の
活
気
や
、
人
々

の
暮
ら
し
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

田
無
に
で
き
た
最
初
の
映
画
館
は

「
田
無
館
」
で
し
た
。
田
無
に
お
け
る

活
動
写
真
は
、
大
正
初
期
に
新
聞
社
が

宣
伝
も
兼
ね
て
実
施
し
た
の
が
始
ま
り

と
さ
れ
、
神
楽
や
芝
居
な
ど
に
加
え
て
、

新
し
い
娯
楽
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
る
よ
う
に
な
り
、
１
９
１
８
年
（
大

正
７
年
）
９
月
に
西
武
軌
道
会
社
車
庫

で
開
催
さ
れ
た
活
動
写
真
に
は
人
々
が

続
々
と
押
し
寄
せ
、
盛
会
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
鑑
み
、
佐
々
病

院
の
初
代
院
長
の
佐
々
時
達
氏
が
有
志

か
ら
出
資
を
募
っ
て
活
動
写
真
館
を
建

設
。「
田
無
館
」
と
命
名
さ
れ
１
９
２

８
年
（
昭
和
３
年
）
１
月
19
日
に
開
館

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

古
老
に
よ
れ
ば
、
休
日
な
ど
に
月
２
、

３
回
無
声
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
戦
後
に
な
る
と
常
時
上
映
す
る
よ

う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

田
無
館
は
酒
井
平
太
郎
氏
に
よ
っ
て

買
い
取
ら
れ
、「
田
無
東
映
」
と
な
り

上
映
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
１
９
６

６
年
（
昭
和
41
年
）
に
閉
館
し
ま
し
た
。

跡
地
に
は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
田
無
駅
北
口
再
開
発
に
よ

り
町
の
区
割
り
は
一
変
し
、
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
は
ア
ス
タ
ビ
ル
に
テ
ナ
ン
ト

し
ま
し
た
。
田
無
東
映
が
あ
っ
た
場
所

は
、
現
在
の
地
図
で
は
ア
ス
タ
ビ
ル
の

北
西
の
地
下
街
入
口
付
近
か
ら
道
路
に

か
け
て
の
場
所
に
な
り
ま
す
。

東
映
時
代
の
写
真
に
は
、「
太
陽
に

突
っ
走
れ
」（
１
９
６
６
年
、東
映
）、「
汐

風
の
中
の
二
人
」（
１
９
６
６
年
、松
竹
）、

「
お
は
な
は
ん
第
二
部
」（
１
９
６
６
年
、

松
竹
）
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

閉
館
間
際
に
は
３
本
立
て
上
映
だ
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

出
典
：
熱
血
田
無
新
聞
第
７
号
・
田
無

市
史
第
三
巻
通
史
編

田
無
東
映
（
旧
田
無
館
）

（令和8年10月1日発行） 

⑫

田
無
の
映
画
館



田無銀映　昭和41年頃（西東京市図書館蔵）

現在の場所 滝島俊氏撮影

田無文化入り口　昭和35年頃（図書館許可の上、田無市史からデータ作成）

現在の場所 滝島俊氏撮影

田
無
文
化（
田
無
文
化
映
画
劇
場
）は
、

青
梅
街
道
の
北
側
に
あ
り
、
当
時
の
大

和
屋
金
物
店
の
脇
を
入
っ
た
裏
手
に
あ

り
ま
し
た
。
田
無
の
老
舗
酒
屋
「
箱
根

屋
」
の
子
息
が
建
て
た
も
の
で
、
１
９

５
５
年
（
昭
和
30
年
）
の
１
月
に
開
館

し
ま
し
た
。
市
川
昆
監
督
の
１
９
６
４

年
（
昭
和
39
年
）
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
記
録
映
画「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
当
時
の
小
学
生
は
学
校
の
授
業
の
一

環
と
し
て
鑑
賞
し
た
映
画
館
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
映
画
産
業
の
斜
陽
化
に
伴
い
、

最
終
的
に
は
ポ
ル
ノ
映
画
館
や
ス
ト
リ

ッ
プ
劇
場
と
な
っ
た
よ
う
で
す
が
、
１

９
７
０
年
（
昭
和
45
年
）
５
月
に
閉
館

し
た
よ
う
で
す
。

場
所
は
現
在
の
田
無
町
３
丁
目
１
番
、

ラ
・
ベ
ル
ド
ゥ
ー
レ
田
無
に
入
居
す
る

「
た
な
し
中
村
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
あ

た
り
に
な
り
ま
す
。

出
典
：
熱
血
田
無
新
聞
第
７
号

田
無
銀
映
は
青
梅
街
道
か
ら
駅
に
向

か
う
通
称
「
田
無
銀
座
通
り
」
に
あ
り
、

田
無
東
映
と
道
を
挟
ん
だ
は
す
向
か
い

に
あ
り
ま
し
た
。
田
無
東
映
の
酒
井
氏

が
１
９
５
６
年
（
昭
和
31
年
）
に
新
た

に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
劇
場
で
、
田
無
文

化
に
対
抗
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
左
右
に
開
く
ス
ク
リ

ー
ン
カ
バ
ー
は
最
新
式
で
し
た
。
し
か

し
、
映
画
産
業
の
衰
退
に
伴
い
、
１
９

７
０
年
（
昭
和
45
年
）
に
姿
を
消
し
て

い
ま
す
。

　
所
在
地
の
東
南
角
は
現
在
の
「
福

の
か
ら
」
で
す
が
、
そ
の
大
半
は
都
市

計
画
道
路
の
建
設
に
よ
り
現
在
は
道
路

と
な
っ
て
い
ま
す
。

写
真
が
写
さ
れ
て
い
た
時
は
、「
０

０
７
ゴ
ー
ル
ド
フ
ィ
ン
ガ
ー
」（
１
９

６
５
年
日
本
公
開
）、「
お
か
し
な
お
か

し
な
お
か
し
な
世
界
」（
１
９
６
３
年

日
本
公
開
）
を
上
映
し
て
い
た
よ
う
で

す
。

出
典
：
熱
血
田
無
新
聞
第
７
号

田
無
文
化
（
映
画
劇
場
）

田
無
銀
映

田無神社社報

⑬



田無東映ニュース（昭和34年）

田無文化チラシ（昭和36年）

（令和8年10月1日発行） 

⑭



田無銀映座チラシ(昭和34年)

田無映画劇場チラシ（昭和31年）

田無神社社報

⑮



田無映画街ニュースNo.53（昭和38年）

田無銀映・東映御案内（昭和36年または37年）

（令和8年10月1日発行） 

⑯



一楽萬開札

阿
波
洲
神
社
で
は
９
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
、
尉
殿
神
社
で
は
10
月
１
日

（
木
）
午
後
１
時
、
下
保
谷
天
神
社
で

は
10
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
に
、
例

大
祭
に
お
け
る
本
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

す
。
ど
う
ぞ
例
大
祭
に
あ
わ
せ
て
ご
参

拝
く
だ
さ
い
。

11
月
７
日
（
土
）〈
一
の
酉
〉、
11
月

19
日
（
木
）〈
二
の
酉
〉
の
日
程
で
、

酉
の
市（
熊
手
市
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
の
酉
・
二
の
酉
と
も
に
、
午
後
９
時

よ
り
社
殿
に
て
「
大
酉
祭
」
の
祭
事
を

執
り
行
い
ま
す
。
両
日
と
も
、
境
内
は

熊
手
屋
や
各
種
出
店
で
賑
わ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
酉
の
市
（
熊
手
市
）
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
時
間
】
正
午
〜
午
後
10
時

田
無
神
社
干
支
絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
募
集
は
、
８
月
31
日

（
月
）
を
も
っ
て
締
め
切
り
ま
し
た
。

西
東
京
市
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら

数
多
く
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
品
は
９
月
中
旬
、
切
絵
作
家
・
小

出
蒐
氏
、
漫
画
家
・
ク
ロ
マ
ツ
テ
ツ
ロ

ウ
氏
を
選
考
委
員
に
迎
え
、
厳
正
な
審

査
を
行
い
、
入
賞
４
名
、
入
選
25
名
を

選
出
す
る
予
定
で
す
。

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
４
名
の
方
の
作

品
は
、
９
月
下
旬
に
田
無
神
社
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
入
賞
・
入
選
作
品
は
、
10
月
上

旬
に
「
田
無
A
S
T
A（
ア
ス
タ
）」
２

階
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト
に
て
展
示
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

新
嘗
祭
は
、
宮
中
恒
例
祭
典
の
中
で

も
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
で

も
天
皇
陛
下
自
ら
お
育
て
に
な
っ
た
新

穀
を
お
供
え
に
な
り
ま
す
。

田
無
神
社
や
保
谷
三
社
に
お
い
て
も
、

稲
の
収
穫
を
祝
い
、
翌
年
の
豊
穣
を
祈

破
魔
矢
な
ど
の
縁
起
物
を
令
和
８
年

12
月
１
日（
火
）よ
り
頒
布
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
大
晦
日
や
三
が
日
な
ど
の
混

雑
す
る
時
期
を
避
け
、
ゆ
と
り
を
も
っ

て
授
与
所
で
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

９
月
19
日
（
土
）
は
田
無
神
社
の
旧

例
祭
日
で
す
。
午
後
３
時
か
ら
摂
社
の

龍
神
社
（
黒
・
白
・
赤
・
青
）
の
例
祭

「
令
和
９
年
の
吉
方
は
南
」

11
月
23
日
（
新
嘗
祭
）
か
ら
２
月
３

日
（
節
分
祭
）
ま
で
の
期
間
、
社
務
所

に
て
「
一
楽
萬
開
札
」
を
授
与
い
た
し

ま
す
。
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
札
は
、

そ
の
年
の
吉
方
に
お
祀
り
く
だ
さ
い
。

一
楽
萬
開
札
を
受
け
る
こ
と
で
、
龍

神
様
よ
り
「
最
初
の
楽
」
を
い
た
だ
け

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
最
初
の
楽

を
「
一
楽
」
と
呼
び
、
一
つ
の
楽
が
次

の
楽
を
呼
び
、
さ
ら
に
楽
が
重
な
り
集

ま
る
こ
と
で
「
萬
の
道
」、
す
な
わ
ち

人
生
が
大
き
く
開
か
れ
る―

―

こ
れ
を

「
一
楽
萬
開
」
と
い
い
ま
す
。

田
無
神
社
に
お
い
て
、
立
派
に
成
長

さ
れ
た
お
子
様
の
姿
を
神
様
に
ご
覧
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
へ
の
感
謝

と
、
今
後
の
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

ご
祈
祷
の
予
約
は
不
要
で
す
。
お
申

込
み
順
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
混
雑

期
に
は
、
15
〜
30
分
ほ
ど
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

初
穂
料
は
５,
０
０
０
円
・
１
０,
０

０
０
円
・
２
０,
０
０
０
円
以
上
の
３

種
類
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ご
祈

祷
の
内
容
は
同
一
で
す
が
、
授
与
品
や

お
札
の
大
き
さ
な
ど
に
違
い
が
あ
り
ま

す
。

【
ご
祈
祷
受
付
時
間
】
午
前
９
時
〜
午

後
４
時

願
す
る
新
嘗
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。

【
斎
行
日
程
】

 

・
田
無
神
社　
　
11
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

 

・
尉
殿
神
社　
　
11
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜

 

・
天
神
社　
　
　
11
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

 

・
阿
波
洲
神
社　
11
月
23
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜

祭
典
（
五
龍
神
祭
）
を
執
り
行
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
ご
参
列
で
き
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

田無神社社報

⑰

旧
例
祭
日

お
正
月
縁
起
物

一
楽
萬
開
札

七
五
三
参
り

神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

兼
務
社
例
大
祭
の
ご
案
内

酉
の
市

絵
馬
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

新
嘗
祭



令和8年 夏越大祓 令和8年 鎮火祭

令和8年 津島神輿渡御 令和8年 天王祭 直会の準備

令和8年 津島神輿 動座祭 令和8年 津島神輿渡御

令和8年 御田植祭 令和8年 お人形感謝祭

夏の祭典

⑱

田無神社社報 （令和8年10月1日発行）


